
陶
淵
明

「
人
生
似
幻
化
、

終
蛍
蹄
本
一
無
」

に
つ
い
て

陶

淵

切

の
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蹄

間
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居
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怒

す

の

連

作
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問
〉
の
移
り
に
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人

生

似

幻

化
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山

と

い

う

句

が

あ

る
。
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二
勾
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陶
淵
明
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人
の
こ
と
ば
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と
も
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性
を
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つ
も
の
で
あ
り
、
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陶
間
切
の
人
生
観
の
根
底
に

ふ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
が
、
こ
の
二
句
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い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
涜

解
し
た
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よ
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の
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ろ
う
か
。
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明
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句
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こ
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句
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し
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殺
思
怨
の
投
影
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見
る
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と
が
で
き
る
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。
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し
た
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題
に
つ
い
て
、
る
と
こ
ろ
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し
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し
て

み
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勾
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あ
る
。
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れ
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竹
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採
る
者
に
借
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す
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づ

ゆ

t

D
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三
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ヨ
く
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ノ
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i
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J
j
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I
s
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一
新
者
我
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向
か
ひ
て
一
一
一
日
へ
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の
こ

死
浸
し
て
復
た
除
れ
る
無
し
と

っ

止

耳

7
ど
主
、
こ
ゲ
ノ
一

-一
4
L
v
B
3円
プ

j

y

t

v

h

此
の
一
品
川
英
に
虚
な
ら
ず

人
生
は
幻
化
に
似
た
り

務
に
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空
無
に
帰
す
べ
し

(
「
蹄
菌
国
民
」
五
首
八
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問
〉
)

{衣 li[S榛試
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け

J
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ゐ
寸
寸
J

A

二
則
自

H
hし
じ

防

法

問

/

カ

日

J
i

僻
い
を
作
っ
て
故
郷
に
段
楼
し
た
そ
の
翌
年

て
い
る
。
「
一
世
呉
羽
市
i

…
、
わ
ず
か
一
…
世
代
…
一

市
い
、
す
な
わ
ち
人
間
楽
落
た
る
都
愈
は
か
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う

感
慨
は
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ー
…
巻
…
一
一

O
、
調
跳
、
一

i

和
伏
式
日
笠
係
機
故
域
詩
」

十
川
出
変
北
川
行
日
ん
と
し
て
引
く
次
の
二
旬
、

な
あ
る
い
は
怠
識
し
て
い
る
か

実
感
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
無
常

め

た

こ

と

ば

勺

人

生

似

幻

化

、

で

無

常

搬

に

い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
/
〕

幻
化
い
と
い
う
こ
と
ば
は
、
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第
八
勾
を
叶
樹
木
残
根
株
ー
」

飢
ど
に
作
る
よ
し
、
陶
湖
の

不
鼠
z
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と
い
う
の
で
、

に
作
る
方
が
よ
い
。

で
あ
る
た
め
に
、

切
の
然
襲
木
は
、
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く
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れ
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千
11支

平
ら
か
な
り

に
作
り
、
最
後
の

に
い
う
が
、

は

で

は

と
い
う
こ
と
ば
が
見

に
改
め
た
も
の
か
と
忠
わ

の
え
/

ろ
の
作
と
考
え
ら
れ

の
間
に
、

、守為、

l
u
v

ム
μ

i拘
よIl:l
切
の

つ
つ
、

め
て

ニ
に
、
次
の

用
例
が
見
ら
れ
る
c

二

老

成

子

誌

其

退

部

求

予
文
先
生
持
市
道
之
於
室
、
興
之
一
一
訪
問
日
、
背
老
聴

之
但
西
也
、
開
制
布
告
子
日
、
有
生
之
気
、
有
形
之
獄
、
議
幻
也
、

造
化
之
所
始
、
陰
陽
之
所
愛
者
、
議
之
生
諮
之
死
、
窮
数
達
務
、

0
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0
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問
形
移
易
者
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謂
之
化
調
之
幻
c

(
一
広
一
式
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幻
化
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不
附
共
生
死
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興

汝

亦

幻
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ど
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い
う
こ
と
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で
あ
ろ
う
か
。
そ
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こ
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で
あ
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が
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そ
の
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ら
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て
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た
い
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、
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ふ
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え
る
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あ
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山
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の
全
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い
て
叶
人
生
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い
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し
も
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く
は
な

い
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宍
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と
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る
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、
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一
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あ
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何
せ
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白
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市
了

、
.
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。
柄
、

l
u
w
4
μ

中
九

了
卯
、
す
な
わ
ち
宋
の
文
ザ
の

最
後
の
年
の
作
。
口
比
一
体
汽
成
公
一

た
中
公

m
mの
こ
と
ば
に
、

、町、ー二千えか山匹、

j
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バ
川
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川
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山
山
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一
首
〈
其
一
〉
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と
い
う
。

釘
し
て jね
し、淵
つ明

の

と
あ
る
の
に
ふ
ま
え
る
で
あ
ろ
う
。
王
祭
の

も
、
「
人
生
貫
一
難
」
と
あ
る
に

以
上
の
六
例
に
加
え
て
、
官
一
政
に
示
し
た
「
人
生
似
幻
化
、

腕
空
無
!
…
、
つ
ご
う
七
例
が
、
陶
潟
明
が
い
う
「
人
生
一
五
云
」
の
匂

の
す
べ
て
で
あ
る
つ
七
例
の
う
ち
、
少
な
く
も
四
例
は
、
人
生
無
常

の
感
慨
〆
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
一
群
の
こ
と
ば
の

中
で
「
人
生
似
幻
化
、
務
常
蹄
空
無
」
の
二
勾
は
、
き
わ
だ
つ
て
奥

ゆ
き
深
く
お
学
的
で
あ
り
、
限
想
的
で
あ
る
〈
)
陶
淵
拐
の
人
生
論
に

お
い
て
、
こ
の
二
匂
は
、
き
わ
め
て
震
い
位
置
を
・
占
め
る
。

陶
淵
拐
は
、
哲
間
一
寸
と
文
山
内
γ

と
の
一
援
黙
を
追
及
し
結
け
た
詩
人
で
あ

る
か
ら
、
一
人
生
去
一
以
〕
と
い
う
格
設
め
い
た
句
を
い
わ
ぬ
場
合
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
、
人
生
に
つ
い
て
思
索
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
え
る
心
し
か
し
な
が
ら
、
無
常
感
に
ふ
れ
る
も
の

は
、
た
と
え
ば
次
の
例
に
丸
一
る
よ
う
に

る
の
が
、
む
し
ろ
ふ
つ
う
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た
ち
の
詩
句
に
限
を
い
料
、
ず
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
建
安
誌

に
次
の
よ
う
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
ι
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す
べ
て
の
例
を
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人
生
若
汗
寄
、

人
生
忽
如
寄
、

句
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
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も
の
の
み
を
あ
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P

，ο
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生
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淀
、
忽
如
朝
露
凝
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(
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機
、
一
ー
駕
一
一
一
一
日
出
北
関
行

人
生
首
漠
崎
、
害
復
潟
水
調
。
(
陵
機
、
一
:
擬
す
青
段
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人
問
的
天
地
問
、
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若
遠
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容
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一
缶
、
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一
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汗
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こ
う
し
た
詩
人
た
ち
に
績
く
次
の
時
代
の
詩
人
と
し
て
、
陶
淵
明

は
あ
ら
わ
れ
て
い
る
む

以
上
に
掲
げ
た
「
人
生
一
と
い
う
こ
と
ば
は
、
か
な
ら
ず
し
も
す

べ
て
が
同
じ
こ
と
ば
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
「
古
詩
十
九
首
」
の
例

と
し
て
掲
げ
た
最
初
の
…
人
生
一
は
、
人
が
生
き
る
と
い
う
主
注
関

係
の
こ
と
ば
で
、
そ
れ
は
(
人
民
一
と
い
う
い
い
か
た
に
も
通
ず

る
乙
た
だ
し
か
し
、
多
く
は
人
の
い
の
ち
の
乏
で
「
と
い
う

こ
と
ば
古
川
川
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
方
向
の
も
の
は

混

じ

、

…

人

命

る

心

そ

う

し

た

い

し
て
も
、
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の
あ
る
い
い
か
た
な
し
た
も
の
を
選
ん
だ
の
で
あ

し
ど
い
に
そ
の
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方
が
鋭
部
一
化
し
て
く
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見
え
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た
ち
に
お
い
て
、
人
生
論
を
述
べ
る
旬
は
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
で

あ
ろ
う
か
り
こ
れ
ま
た
、
な
る
べ
く
多
様
に
し
て
多
影
な
も
の
を
と

り
あ
げ
る
と
い
う
選
び
方
で
、
選
出
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

じ
へ
仏
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叶
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あ
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に

い
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十
古
歌
以
後
流
行
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

、ア

お
C
7
Q
U

そ
う
し
た
流
行
を
一
感
知
し
て
い
て
、
人
生
似
幻
化
、

と
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
ば
は
前
例
が
な

く
新
し
く
、
前
例
が
な
く
深
遠
で
あ
り
、
阪
想
的
で
あ
り
、
常
的
γ

的

で
あ
る
り
従
前
の
寸
人
生
云
一
戸
一
の
詩
句
は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く

感
弦
的
で
あ
っ
た
が
、
陶
淵
明
の
こ
の
句
だ
け
は
、
観
念
的
で
あ

れ
ノ
、
思
想
的
で
そ
の
こ
と
は
、
陶
淵
明
以
後
の
六
朝
詩
人
を

匂
山
川
別
対
立
、

l

i

-
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や
は
で
あ
っ
た
。
陶
淵
明
以
後
、
一

i

人

の
流
行
は
、
し
だ
い
に
下
火
に
な
る
よ
う
で
あ
る

が
、
た
と
え
ば
謝
窓
辿
の
「
却
東
山
門
行
い
と
し
て
も
伴
え
ら
れ
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別
に
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飽
照
の
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却
街
行
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と
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句
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句
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築
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、
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た
句
の
類
型
性
か
ら
出
な
い
。

八
北
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の
匂
な
ど
は
、

明

の
匂
の
ま
ね
で
あ
ろ
う
。

出
羽
坊
の
人
生
似
幻
化
、
云

野
に
お
い
て
な
が
め
て
み
て
も
、
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や
は
り
き
わ
だ
つ
て

で

て

い
の

臨

御
淵
明
が
い
う
つ
人
生
似
幻
化
、
務
蛍
路
代
ム
無
」
が
、
格
別
に
哲

性
を
持
つ
の
は
、
「
幻
化
{
…
「
山
公
無
い
と
い
う
こ
と
ば
に
お
い
て
人

生
論
を
展
開
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
こ
と
ば
、
と
く

に
後
者
は
、
併
殺
に
閣
法
を
持
つ
ら
し
い
、
υ

「
幻
化
」
と
い
う
こ
と

ば
は
、
技
逃
し
た
ご
と
く
、
内
列
子
一
に
見
え
る
こ
と
ば
で
、
そ
の

こ
と
は
す
で
に
、
中
国
・
日
本
の
陶
淵
切
の
法
者
、
が
い
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
こ
と
ば
に
も
、
あ
る
い
は
俳
教
的
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

巴
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川
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で、
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を
引
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、
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も
二
十
年
遅
れ
て
生
ま
れ
た
人
で
あ
る
が
、
陶
淵
切
が
回
二
七
年

に
浸
し
た
の
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れ
、
そ
の
五
年
後
、
四
一
一
一
一
一
一
年
に
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し
て
い
る
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ら
、
一
は
ぼ
陶
淵
切
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時
代
に
活
躍
し
た
詩
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で
あ
る
。
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い
う
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と
ば
の
出
典
、
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に
つ
い
て
は
、
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す
る
中
凶
・
日
本
の
陶
制
問
研
究
者
の
法
鮮
に
お
い
て
、

ひ
と
つ
と
し
て
そ
れ
に
ふ
れ
る
も
の
は
な
い
。
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ほ
ど
こ
の
こ
と
、
は

は
、
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、
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を
外
山
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求
め
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が
た
い
こ
と
ば
で
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ら
し
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く
わ
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く
し
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、
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右
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佐
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さ
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て司、

と
い
う
。
こ
こ
に
「
民
無
し
と
い
う
こ
と
ば
が
で
て
く
る
が
、
刻
求
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の
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解
で
は
、
女
限
度
と
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方
の
伶
と
が
共
同
し
て
と
な
え
始
め

た
般
若
の
日
ど
に
関
す
る
つ
心
無
設
い
説
以
前
の
詰
説
に
お
い

て
、
一

l
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ハ
ム
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と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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、
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b
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の
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、
康
俗
淵
・
康
法
暢
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〉
。
東
背
の
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と
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、
支
逝
が
一
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成
ま
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し
て
い
た
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子
で
あ
る
、
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は
二
十
五
歳
に
し
て
出
家
し

た
と
い
わ
れ
る
の
で
、
十
火
遁
が
出
家
し
て
ま
も
な
く
、
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沿
い
肢
の
般

の
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す
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点
」
訟
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さ
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と
い
う
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一
二
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於
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、
済
協
物
於
空
間
、
明
諸
俳
之
始
有
、
議
翠
一
桜
之
本

無
心
小
川
人
一
週
、
大
小
品
到
比
婆
紗
序
、
吋
全
管
文
い
在
一
五
七
)

女
遁
に
関
連
し
て
「
空
有
い
と
い
う
こ
と
ば
は
、
ま
た
別
の
記
銭

に
も
見
え
る
。
足
腕
弘
明
弘
h

各
二
八
上
に
、
官
の
王
治
の
「
出
ハ
林

す
な
わ
ち
交
遊
林
に
興
え
た
手
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が
あ
る
が
、
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の
中

紛

然

大
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英

知
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方
〈
遁
が

の

こ
う
し
た
用
例
か
ら
考
え
た
と
き
、

の
「
ル
ハ
ム
」
は
、
い
ず
れ
も
般
若
の

と
く
に
「
大
小
品
針
比
安
紗
序
」
に
一
ぶ
さ
れ
た

持
物
論
に
い
う
高
物
資
問
の
考
え
方
を
導
入
し

を

女

遜

の

思

想

に

と
は
、

い
う
つ

と
箔

こ
う
と
し
た
も
の
で
、

る
も
の
で
あ
る
c

と
、
老
来
的
「
有
無
」

の
「
有
」
と
を
釘
比
さ
ぜ
た
こ

と
、
ば
で
、

い
い
か
え
る
な
ら
ば
、

本
憶
と
現
象
と
い
う
概
念
に
お
き



か
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

味
を
も
た
せ
た
訴
で
あ
ろ
う
か
。

官
の
榔
脳
会
一
一
一
一
六
1
i
一
一
一
七
七
)
は
、

と
同
時
代
の
人
で
あ
る
が
、
そ
の

)
に
、
次
の
ご
と
く
い
う
。。

]
r
J
J
、
;
j
?
:
、

玖
四
千
子
h
F創刊

と
は
、

し
か
ら
ば
ど
う
い
う」、

A¥ι

ノ

一
/
一
/
¥

い

L
J

低川社

叶
，

A
i
d
-
I
ι
iノ

rM
志
川
川
文
解
r

ゾ
(
以
上
、

し吋

υ
ι
1
0

羽川
H

，11r

の
こ
と
ば
〕

後
者
の
部
分
を
引
別
し
て
、

一
さ
れ
て
い
る
ら

「

こ

こ

で

は

、

右

・

無

・

~

あ

る

い

は

そ

の

百
づ
け
が
、
か
な
り
切
か
な
形
で
表
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
所

京
は
、
す
べ
て
主
観
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
客
観
に
あ
る
の
で
は

な
い
こ
と
が
日
百
切
さ
れ
て
い
る
。
(
小
路
)
し
た
が
っ
て
、
有
そ

の
も
の
は
停
滞
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
有
に
搾
る
か
ら
心
不
旨
に

そ
む
く
り
無
J
b
同
様
で
あ
っ
て
、
無
安
い
L
L

視
に
浸
し
て
い
る
か
ら

滞
る
り
そ
れ
ゆ
え
に
、
有
も
知
も
忘
れ
て
恨
源
に
蹄
る
と
き
に
、

は
じ
め
て
深
い
情
り
が
得
バ
ク
れ
、
の
批
界
が
桟
悶

L

る
c

q
中

間

間

俳

孜

思

想

の

一

ジ
J
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に
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一

ノ

、

i
l

併
殺
に
う
と
い
わ
た
く
し
は
、
部
認
の
「

に
つ
い
て
、
詳
述
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

ず
る
の
み
で
あ
る
、
が
、
と
も
あ
れ
「
定
無
)
と
い
う
こ
と
ば
は
、

若
の
一
ぽ
ご
の
考
え
方
が
混
入
し
た
こ
と
ぼ
で
あ
る
こ
と
、

例
か
ら
判
然
と
し
え
た
で
あ
ろ
う
っ

の

の

に

お

い

て

、

・

心

無

表

・

あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
3

さ
き
に
あ

家
七
宗
論
い
…
に
お
い
て
は
、
本
無
宗
e

部
色
京
・
心
無
京

後
に
は
あ
っ
た
こ
と
を
し
る
す
む
ほ
か
に
本
無
呉
宗
と
い

う
の
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
本
無
宗
か
ら
分
か
れ
た
も
の
の

汰
(
一
一
一
二
O
i
l
三
八
七
)
は
、
都
仰
い
…
に
設
を
侃
ハ

た
こ
と
を
コ
け
川
俄
降

h
G五
に
し
る
す
の
を
見

義
誌
と
近
い
存
在
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

♂
一
夜
〕
の
訟
を
創
始
し
た
と
い
う

U

そ

し

て

の
か
ん
弔
篇
に
、
…

j

支
滋
林
、
部
色
論
を
治

の
創
始
者
、
あ
る
い
は
少
な
く
も
そ
の
手
説

て
い
る

-
J

し
た
が
っ
て
、
…

i

・日
1
4
、
そ
し
て
ま

ド
よ
っ
て
少
し
ず
つ

こ

子
h

肝
山
川
こ

十
h
h
F
0
4
b
p
hド
、

J

Z

、

〆

&

〆

同

/

の
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民ア

〈ふ?こ σコ

う
で
、
あ
ろ

σ〉

と
は
そ
う
い

でふの
γ

つ
〉
つ
い
、

フ

ル

ζ わグ
fこ fJ.
だ
と〉

1') 

こ
と
は
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に
関
す
る
論
が
、

、
そ
う
し
た

の
中
か
ら

ろ
に
か
け
て
し
き
り
に

と
は
、

つ
一
げ
に
任
竹
F

-
が
ふ
，
匁
ハ
し

の
こ
と
ば
が
生
ま
れ
た
も
の
ら
し
い
こ

に
つ
い
て
の

行
な
わ
れ
た
そ
の
あ
と
に
お
い
て
一
i

虫
無
い
と
い
う
こ
と
ば
を
、
文

字
者
約
路
短
に
お
い
て
利
用
し
た
の
だ
と
い
え
る
。
陶
淵
明
と
交
際

も
あ
っ
た
は
ず
の
、

(
吋
康
弘
明

0) 

一
七
上
)
に
、

の
情
鰐
く
、
京
生
の
計
深
し

に
し
て
、

然
る
後
に

と
あ
り
、

弗
女
ど
一
生
こ

J
4
1
幸
司
」
'
一
時
相
川

)
V

と
い
う
こ
と
と
ば
も
、

i拘
1JHI 
明
は
矢n
イ〉

て
し、

た
は t士
、ず

民;で
あ

る
。
そ
う
し
た
と
き
、

ヲ
ザ

HJけ
H
守

1
J
¥ノ

、

!J

以
山
ド
ザ
仇
川
町

/UM
し
ょ
ノ

の
と
こ
ろ
人
間
は
、

は
俳
教
で
い
う

い
る
の
だ
、

E
竹
切
ピ
、

タハ
i
一
ヲ
f

で
あ
る
。

と
う
た
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

そ
の

日
一

i

無
」
と
刻
化
解
す
る
の
は
、

都
超
の
設
く
と
こ
ろ

陶
淵
明
と
併
殺
と
、

れ
ま
で
し、

そコ
し、

ろ

主I~
同日IJ

じ 1~n1
ら係
才しカ1

てあ
きる
た記か
が三な
、し、

カミ

と
し、
〉
ノ

Lー

と
は

〉ー

にー

こ
の
稿
は
そ
う
し

論
に
お
け
る
一

つ
け
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
c

0) 

陶
潟
明
'
と
も
山
側
係
が
あ
っ
た
焼
山
の
慈
法
が
、

転
玄
に
答
え
た
書

1
1

「
二
工
1
2
1
3
r

じ
土
:
ミ
f
、4
?
と

コ

ピ

3

乙
一
ノ
こ
す
、
ご
、
寸
た
い
k
g

zs

下
二
ノ
:
削
工
作

r，
L
L
f
N
P
H
J

ゆ
去
に
一
毛
"
一

L
:
2
L
J

一
記

H
h

正
日
比
、
人
生
天
地
之
山
、
如
自
駒
之
退
院
?
な
引
い
た
あ
と
、
さ
ら

に
、
一
一
位
之
民
劇
、
計
百
光
、
禁
則
致
離
、
似
た
合
法
」
と
い
う
つ

ぶ
ヘ
謝
短
濯
、
…
ー
が
肌
惇
一
一
品
川
WM
中
十
山
川
口
治
」
八
山
内
の
〈
北
ハ
入
〉
に
お

い
て
は
、
一
以
ど
と
起
し
て
、
「
依
燥
鰐
定
説
、
一
川
見
不
可
認
、
恒
物

生
滅
後
、
設
校
京
近
法
レ
と
う
た
う
臼
こ
う
し
た
例
か
ら
考
え
た
と

k
v
v
c

、
人
の
一
生
女
流
泣
に
た
と
え
る
考
え
方
は
、

ら
、
そ
し
て
向
淵
切
の
時
代
ご
ろ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
か
と
忠

わ
れ
る
じ
た
い
に
し
こ
の
こ
と
な
官
設
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
別
の

論
文
合
町
一
一
り
し
k

J

J

れ
守
主
な
ら
な
い
。

!

J

'

l

j

ー

'

i

!

1

れ
ド
介
入
、
ノ
し
L

3
「
i
e

刈
U
壬

d
u
nト

P
ノカ

こ
の
論
文
を
出
く
に
あ
た
り
、
玉
城
続
的
郎
数
授
の
町
中
間
間
併
殺

忠
恕
の
形
成
い
お
一
巻
を
牧
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
「
担

保
に
の
二
例
と
も
、
同
数
校
の
存
主
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
む
し
た
が
っ
て
〈
?
と
な
っ
て
は
、
あ
ま
り
日
恒
に
も
な
ら
ぬ
こ

し
と
で
ふ
の
る
心
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一
、
し
ト
ん
〉
j

J

f

、、1

の
人
が
北
方
の
中
間
人
な
呼
ん
で
伶
人
ー
一
と
い
っ
た
と
い
う

訟
が
、
…
一
、
官
問
秋
一
に
見
ら
れ
る
が
(
諸
杭
先
生
…
ぺ
大
漢
和
保
山
県
h

参
照
)
、
一
方
こ
の
と
き
女
態
度
と
と
も
に
心
無
表
設
を
針
山
広
治
し
た

の
は
、
成
討
引
で
あ
る
と
の
訟
を
、
保
安
倍
「
交
政
ω
山以内山
γ

一
説
考
」

(
内
政
支
出
先
生
仏
叫
ん
栄
」
…
〉
に
、
三
日
信
停
b

J

M

」
引
い
て
い
う
c

康
信
出

は
、
倍
以
、
の
人
で
あ
っ
た
、
が
、
長
安
に
生
ま
れ
、
中
間
一
誌
を
普
く
し

た
、
と
一
…
一
口
間
信
停
r

一
一
各
四
に
い
う
む

4 

主
慌
の
老
子
誌
に
お
け
る
「
無
」
の
考
え
方
に
、
般
若
の
「
笠
」



論
が
ヰ
入
さ
れ
て
い
る
吋
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
主
到
の
老
子
技
に
「
安
無
」
と
い

う
こ
と
ば
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
っ
…
土
弼
に
加
郊
の
思
想
と
も
い
う

べ
き
も
の
が
求
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
か
な
り
民
設
な
裂
す
る
と
い

う
小
林
信
関
先
生
の
ご
見
解
な
、
か
つ
て
う
か
が
っ
た
こ
と
か
あ
る

が
、
そ
の
説
に
、
日
下
の
わ
た
く
し
も
質
問
し
た
い
。

(
花
戸
ひ
い
陶
淵
附
仰
と
併
殺
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
立
場
に
お
い
て
論
じ
た
J
一づ

の
に
、
日
本
で
は
耐
永
光
司
氏
の
陶
淵
切
に
関
す
る
一
連
の
議
論
文

が
あ
り
、
ま
た
、
一
海
知
義
氏
お
川
淵
切
均
ハ
筑
摩
書
応
、
世
界
古

典
文
明
全
集
)
に
お
け
る
「
形
影
紳
」
の
詩
の
問
解
j

り
、
併
殺
と
の

桜
一
え
に
お
い
て
見
ょ
う
と
し
て
い
る
。
中
閣
で
、
そ
う
し
た
方
向
の

可
能
性
な
沿
い
た
取
者
は
、
故
人
と
な
っ
た
臨
ん
見
出
氏
で
あ
る
/
〆
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